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研究成果の概要（和文）：本研究では、①木質バイオマスとしの間伐材を利用した木炭発電が、

間伐の促進により自然生態系を維持・修復すること、②木炭発電が社会システムの導入によっ

て環境ビジネスとして実現でき、③農協、地方企業による組織が環境ビジネスの創出の主体と

なりうること、④地域環境ビジネスは、地域経済の活性化に寄与すること等を解明した。 

 

研究成果の概要（英文）：①The charcoal power generation using the thinning material as 

wood biomass promotes the hydrological cycle of the forest and the river by promoting the 

thinning and restores the natural ecosystem. ② The new regional environmental 

eco-business can be realized by using the green electric power bond system. ③The 

organization by agricultural cooperative and local enterprises can become the subject of the 

creation of regional environmental eco-business from the analysis of the case such as 

Rikuzentakata City. ④ Regional environmental eco-business contributes to the 

revitalization of the rural economy. 
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１．研究開始当初の背景 

 近年の農村地域社会は、二つの問題に直面
している。一つは、自然生態系の悪化などの
環境問題、もう一つは、地域経済の不振であ
る。このため、自然生態の修復・保全をビジ
ネスとして実施できれば地域経済の振興に
繋がり、二つの問題を一体的に解決すること
がぜひとも必要である。  

 

２．研究の目的 

研究の目的は、第一は、地域環境ビジネ
スの創出のために必要な社会システム
の構築・運営のあり方、およびそれを中
心的に担う主体の形成に関する問題・課
題の整理、第二は、地球環境ビジネスモ
デルの可能性の検討とこれが自然環境
の維持・修復等に及ぼす影響の分析であ
る。  

 

３．研究の方法 

地域環境ビジネスとしての間伐材を利用し

た木炭発電の環境保全・修復の効果等の分析、

および環境ビジネスに必要な社会システム

の在り方、地域環境ビジネスに対する地域住

民意向の把握、環境ビジネスの創出に主体的

に取り組む農協その他組織の実態把握など

の調査、検討 

 
４．研究成果 
一つは、木質バイオマスである間伐材を利

用した木炭発電が、間伐の促進によって、森
林と河川の水循環を促進して自然生態系を
維持・修復すること、二つは、その一方でグ
リーン電力証書制度の利用によって新たな
コストの社会化が可能になり環境ビジネス
として成り立つこと、三つは、陸前高田市な
どの事例の分析から、農協、地方企業、NPO
等による組織が環境ビジネスの創出の主体
となる可能性があること、四つは、地域環境
ビジネスは、地域経済の活性化に寄与するこ
とを、分析した。 
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